
注 1)

冬季調査

悪臭の冬季調査結果は、表 8-7.8に 示す とお りである。
特定悪臭物質は、敷地境界では硫化水素、硫化メチル、アセ トアルデヒドが

検出されているが、参考に示 した規制基準を下回つている。地点 B(埋 立作業
場所付近 :早朝の調査のため埋立作業は行つていない。)で は硫化水素、硫化
メチル、アセ トアルデヒドが検出されてお り、硫化水素は 0,37ppmの濃度 とな
つている。

臭気濃度は、敷地境界では各地点とも 10未満であり、千葉県の指導目標値
を満足 している。なお、地点 Bで は臭気濃度が 4,000を 示 してお り、この高濃
度は硫化水素の影響 と考えられる。硫化水素は地点 2、 3でわずかに検出され
ていることから、硫化水素の影響は埋立地内に限定されていると考えられる。

表 8-7.8 冬季悪臭調査結果 (平成27年 2月 )

市1 準は、悪臭防止法に基づく特 臭物質の規制基準は事業実施区域には適用 れていないため、参考
値 として掲載。
臭気濃度は、千葉県の臭気濃度に係る指導目標値 (用 途地域の未指定地域、敷地境界 )。
2)風向は、10m/s以 下の場合は静穏 (Calm)と した。

調査地点

1 2 3 4 Λ B
項 目 単位

敷地境界

(自 然歩道 )

敷地境界

(北東側 )

敷地境界

(南東側 )

敷地境界

(北側 )

敷地中央

付近

埋立作業

場所付近

規制基準

(参 考 )

採取時刻 4:50 6:1と 7:05 5:05 6:55 7:53

天 気 快日青 1夫口青 1夫田青 快H青 1夫日青 快口青
気 温 ℃ -03 -1 5 -04 -1 8 -20 00

湿度 % 83 82 82 83 83 83

風 向 C alm Calm NNE Calm Calm NNE

気

象

風 速 H1/s 10以 下 1.0以 下 20 10以 下 10以 下 30

アンモニア ppm 0.1オ謝前 01赫 01紬 01飛商 01オ葡街 01労葡前 1以下

メチルメルカフ
°
タン ppm 0.0001未満 0 01Xll未満 0,0001未商 00∞ 1未満 00(Xll未満 00001未満 0002以 下

硫化水素 ppm 00001未満 00001 0.0001 0.0(Xll未満 00(X11未満 0.37 0.02以下
硫化メチアレ ppm 0 01Xli未満 00004 0(取 11 00001未満 0 01Xll 00006 0.01以下
二硫化メカレ ppm 0 01Xll未満 0 01Xll未満 00((ll未商 00001未満 0.0∞ 1未満 0.0(Xli未満 0,009以 下

トリメチルアミン ppm 00(X12未満 00∞2未満 001X12未満 0,0002未満 00(X12未満 0.OIX12剰商 0005ウ(F
アセトアルテ'ヒト ppm 0002 0002 0002 0.001赫 0002 0001 005以下
フ
°
ロヒ
°
オンアルテ
｀
ヒト ppm 0.001縮 0.001納 0001縮 0.001未満 0,001縮 0001縮 005以下

ノ,レマアレフ
｀
チルアルテ'ヒト・ ppm 0,001縮 0,001紬 0001未 l市 0.001縮 0001未l商 0001納 0.009以 下

イソフ'チルアアレテ'ヒト ppm 0.001紬 0001納 0001縮 0001縮 0.001納 0001縮 0,02以下
ノルマルハ'レルアルテ

｀
と卜' ppm 0,001紬 0,001紬 0001紬 0001納 0001縮 0.001未満 0009以 下

イツハ'レアレアァレテ
ヾ
ヒト ppm 0001縮 0001縮 0.001縮 0,001縮 0.001縮 0001縮 0003以 下

イノダタノール ppm 001赤満 0.01赤満 001未満 001縮 001,(澪町 001赤満 09以下
酢酸エチル ppm 001赤満 001縮 0.01莉荷 0.01赤満 0.01舅 k帰壻 001赤満 3以下
メチルイソフ・チアレケトン ppm 0,01赤満 0.01赤満 001紬 001納 001紬 0.01募前苛 1以下

トルエン ppm 001未満 001縮 0.01縮 0.01赤満 0.01ラ R渭壻 001赤満 10以下
スチレン ppm 001赤満 001赤満 0.01縮 0.01紬 0,01赤満 001縮 0,4以 下

キシレン ppm 0.01赤満 001縮 001未満 001赤満 0,01赤満 001赤満 1以下
フ
°
ロヒ
°
オン酸 ppm 00(X16未満 0,0(X16未満 00006未満 001X16未満 00(X16未満 0,0006未満 0.03以下

カレマル酪酸 ppm 0.0(X15未満 001X15未満 001X)5未満 0.OIX15未満 00(X15縮 00005未満 0001以 下
ノルマル吉草酸 ppm 00(X15未満 0.0(X15未満 001X15未満 001X15未満 00∞5未満 00005未満 00009以下

特
定
悪
臭
物
質

イツ吉草酸 ppm 0,0005未満 00(X15未満 001X)5未満 00(X15未満 00∞5未満 0.0005未満 0001以 下
臭気濃度 10縮 10縮 10メミ名誨子 10ラホミ

“

吉常 1輔 4000 20程度
臭気指数 10縮 10未満 10縮 10縮 10納 36

臭質 腐敗臭

焦げ臭
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" 
春季調査

恙臭の冬季調査結果は、表 8-7.∪ に示す とお りである。

特定悪臭物質は、敷地境界ではアンモニア、硫化水素、アセ トアルデ ヒド、

トルエンが検出さ漁′ているが、参考に示 とノた規(制基準を下回つているの地点 B

(埋立作業場所付近)では硫化水素、アセ トアルデヒド、 トルエンが検出され

てお り、硫化水素は 0,12ppmの 濃度 となつている。

臭気濃度は、敷地境界では各地点とも 10未満であり、千葉県の指導 目標値

を満足 している。なお、埋立作業場所付近の地点 Bでは臭気濃度が 130を示 し

てお り、この高濃度は硫化水素の影響 と考えられる。

表 8-7.9 春季悪臭調査結果 (平成27年 4月 )

注 1 規制基準は、悪臭防止法に基づく特定悪臭物質の規制基準は事業実施区域には 用 されていないため、参

値として掲載。

臭気濃度は、千葉県の臭気濃度に係る指導目標値 (用 途地域の未指定地域、敷地境界 )。

2)風向は、10m/s以 下の場合は静穏 (Calm)と した。

調査地点

B2 3 4 Λ1 規制基準

(参 考 )敷地境界

(北側 )

敷地中央

付近

埋立作業

場所付近

単位
敷地境界

(自 然歩道)

敷地境界

(北東側 )

敷地境界

(南東側 )

項 目

11:5610:39 11:10 10:10 111349:56採取時刻

晴れ 晴れ晴れ 晴れ 晴れ天 気 晴れ

262220 24.2 224 24,2気 温 ℃ 209
2430 28 51 46% R馬湿度

ENECalm ENE Calm CalmCalm風 向

1711 1,0以 下 l.0以 下m/s 10以 下 10以 下

気

象

風 速

1以下01未満 01未満 01未満ppmアンモニア

0002じ大
~ド

0.0001未満 0.0001未満 00001未満ppm 00001未満

01

00001未満

02 01未満

00001未満メチアレメ,レカフ
°
タン

0,0004 0,0005 0 12 002以下ppm 0.0006 00017 0016硫化水素
00001未満 0.0001未満 001以下ppm 00001未満 00001未満 0,0001未満 00001未満命に化メチル

0009以 下0,0001未満つつm 0,0001未満 0000と 未満 00001未満二硫化メチル 00001未満

00002未満 00002未満 0005以 下0.0002未満 00002未満 00002未満

00001未満

00002未満トリメチルアミン ppm
0001 0,002 0.05以下0001未満 0001 0001 0001未満アセトアルテ

｀
とト ppm

0001未満 0001未満 005以下0.001未満 0001未満 0001未満 0.001未満フ
°
ロヒ
°
オンアルテ'ヒド ppm

0001未満 0001未満 0009以 下0001未満 0,001未満 0001未満ノ,レマアレフ'チルアルテ'ヒ ト
｀
ppm 0001未満

0001未満 0.02以下0001未満 0001未満 0001未満 0001未満イツフ'チアレアアレテ
｀
ヒト ppm 0001未満

0001未満 0009以
~下

0001未満 0001未満 0.001未満 0.001未満ノルマルハ・レルアルテ'ヒト ppm 0,001未満
0001未満 0.003球 下0,001未満 0.001未満 0001未満 0001オ、二満イノ″ヾレルア′

'′

テ
°
ヒト ppm 0001未満

001未満 09以下001未満 001未満 001未満ppm 001未満 0.01未満イソフ'タノール

3以下001未満 001未満 001未満 001未満ppm 0.01未満 001未満酢酸エチル
1以下0.01未満 0.01未満 001未満 001未満ppm 001未満 001未満メチルイプワ

゛
チルケトン

10以下003 008 005052 005 004
04以下001未満 001未満 0.01未満ppm

ppm

001未満 001未満 001未満
トルエン

スチレン

001未満 001未満 1以下ppm 001未満 001未満 001未満 00.1未満キツレン

00006未満 0.03以下0.0006未満 00006未満 00006未満 00006未満 0,0006未満フ
°
ロヒ
°
オン酸 ppm

00005未満 0001以 下00005未満 00005未満 00005未満 00005未満カレマル酪酸 ppm 00005未満
0.0009以 下00005未満 00005未 満 00005未満 00005未満ppm 00005未満 0.0005未満ノルマル吉草酸

00005未 満 00005未満 00005未満 0001以下ppm 00005未満 00005未満 00005未満

特
定
悪
臭
物
質

イツ吉草酸
130 20程度10納 1(たЯk:ユ市鯨 10縮 10対商10縮臭気捜度
2110納 10縮 10縮10縮 10縮臭気指数
腐敗臭臭質
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(b)浸 出水処理施設等の調査結果
浸出水処理施設からの悪臭は、浸出水調整槽のグレーチング部 (開 口部)か
ら発生 してお り、該当箇所で測定した結果は表 8-7.10に 、グレーチング部か
らの悪臭物質を含む空気の流出量は表 8-7.Hに 示す とお りである。
浸出水調整槽からは、アンモニア、メチルメルカプタン、硫化水素、硫化メ

チル、二硫化メテル、アセ トアルデ ヒドが検出されている。また、臭気濃度は、

第 1浸 出水調整槽では 32、 130、 第 2浸 出水調整槽では 400、 1000と なってい

る。

表 8-7.10 浸出水調整槽における悪臭調査結果

表 8-7.H 浸出水調整槽からの空気の流出量沢1定結果

項 目 単位
第 1浸 出水調整槽 第2浸出水調整槽

1-① l② 2-① 2-②

採取時刻 10:40 11:49 10:50 11:55

気
象

天 気 晴 れ 晴 れ 晴れ 晴 れ

気 温 ℃ 272 276 27.8 280
湿 度 % 65 59 60 59

風 向 Calm Calm NNヤ ′ヽ Calm

風 速 m/s 10以 下 10以 下 10以 下

特
定
悪
臭
物
質

アンモニア ppm 03 01未満 07 0,4

メチアレメルカフ
°
タン ppm 0038 0,030 00010 00011

硫化水素 ppm l.3 4,3 0052 0031
硫化メチアレ p prn 0083 0077 00040 0013
二硫化メチル ppm 00001 0.0001未 満 00001未 満 00002
トリメチアレアミン ppm 00002未 満 0.0002未 満 00002未 満 00002未 満
アセトアルテ'ヒト ppm 0005 0004 0004 0005
フ
°
口と
°
オンアアレテ'ヒト ppm 0001未満 0001未満 0001未満 0001未満

ノアレマルフ'チルアルテ'ヒト' ppm 0001未満 0001未満 0001未 満 0001未満
イツフ'チルアルテ'ヒト

｀
ppm 0001未満 0001未満 0001未 満 0001未満

ノアレマルハ'レルアルテ'ヒト' p p rl 0001未満 0001未満 0.001未満 0001未満
インハ'レルアルテ

｀
ヒト' ppm 0001未満 0001未満 0001未満 0,001未満

インフ
ヾ
タノール p prn 001未 満 001未 満 001未満 001未満

酢酸エチル ppm 0.01未満 001未 満 001未満 0,01未 満
メチァレイノフ'チルケトン ppm 001未 満 001未 満 001未満 001未満
トルエン ppm 001未 満 001未 満 001未満 001未満
ステレン ppm 001未 満 001未満 0.01未 満 001未満
キシレン ppm 001未 満 00と 未満 001未満 0.01未 満
フ
°
ロヒ
°
オン酸 ppm 00006未 満 00006未満 00006未 満 00006未 満

カレマル酪酸 ppm 0.0005未 満 00005未満 0,0005未満 0,0005未満
カレマル吉草酸 ppm 00005未 満 00005未満 00005未 満 00005未 満
イノ吉草酸 ppm 0.0005未 満 0,0005未 満 00005未 満 00005未 満

臭気濃度 130 32 1000 400

臭気指数 21 15 30 26

臭 質 柑′協臭 腐敗臭 油臭、焦臭 硫黄臭、薬品臭

調査地点 空気の流出量 (∬ /s) 備  考
1-① 0,21 グレーチング開 口部 :0,75m× 0.6m

1-② 0 15 グ レーチ ング開 田部 :0.75m× 0.6m

2-① 1.6 グ レーチング開口部■,Om× 2.Om

2-② 1.1 グレーチング開口部■ Om x2.Om
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(c)埋立廃棄物の種類・埋立量と発生ガスの関係
埋立地から発生する悪臭についK、 過去の埋立廃乗物の種類

。埋立量とlア )関

係をガス抜き管及び敷地境界等におけるモニタリング調査
ノど基に検討 した。な

お、発生ガス (硫化水素)の モニタヅング結果は表 8-7.4に示 したとお りで

あり、毎年夏季に 1回測定 しているデータである。

埋立廃葉物の種類・埋立量と発生ガスの猥度、発生量の関係は表 8-7.12に

示す とお りである。最終処分場での主要な悪臭物質として硫化水素があげられ

るが、硫化水素の発生要因の 1つ となり得る汚泥についてみると、年間の埋立

量は平成 18年度に最大を示 しているが、その年度の硫化水素の最大値は前年

度 とほぼ同様であり、翌年度の濃度をみても低い濃度 となつ ていることから、

硫化水素濃度と汚泥埋立量の間には明確な関連性は認められない。また、平成

19年 2月 の調査で確認された高濃度の臭気濃度は、廃石膏ボー ドの集中的な埋

立によるものとされているが、廃石膏ボー ドを含むガラスくず及び陶磁器くず

の埋立量は平成 19年度以前の埋立量はそれ以降よりも少ないので、これらの

データから悪臭の発生の状況を把握することは困難である。

十  r、   ,  ■r、   上四 ‐ 虚 ヨ■ 打ち ― 芹庁   ユ  1 ▽マ ′卜 与ド ヤ,右 庁
衣 6~r,lz 牲 上 抗 釆 物 げノ貝 ・ 里 こ π 生 ノ、′ハ 寸

廃束物の不1類 (t) 16年 度 17イト度 18年 度 19年 度 20年度 2t年 度 22年度 23年 度 24イト度 25年 度 26年度

燃 えが ら

ユウlし

レノ舌プラスチ ック狂i

紙 くず

木 くず

繊縦 くず

ゴム くず

企屈 くず

fll物 性残澄

ガラスくず及び陶舷ィ、くず

1与:言発物

12,57′ t

56,661

22,099

1,918

853

76(

′19

2,676

0

tl,386

2,795

4,791

3,099

4,826

5,379

8,803

1,579

405

128

′12

t,585

0

2,60′ t

0

l,217

232

8,876

22,80′ I

3′ t2′15

3,989

102

342

132

1,988

972

4,855

3,776

t,917

571

21,238

′10, 118

20,31′ t

t,3211

640

122

38

3,579

22,518

5,3′17

9,22t

8,′101

15,430

36.019

16,929

2,327

1,066

1, 188

`t8

1,138

0

15,777

t,061

9,782

5 309

16,7′t8

31,088

20,472

2,505

1,789

828

52

6,9イ 16

0

16,109

′1,256

8,008

1,609

25,027

28.り ′16

27,369

′t, 712

2.333

1,983

65

8,118

0

25,010

19,′110

H,119

1,68t)

13,524

22,192

3,37′ 1

2,26′ 1

1,560

75

6,313

0

26,598

t,326

25,609

885

611

3,602

3,121

306

92

89

2

371

0

2,882

11

1.873

0

10,442

52.312

2t,807

3,914

6,45′ 1

2,786

13

7,275

0

20,889

15(

2'1,397

0

8,288.

6 512

27,810

30.5t4

5,701

1と ,889

3,453

′17

9,633

0

3t,000

112

20,518

0

30,169   88, 100 123,597  140,′ 191   116,414   133,655  178,957  150,835    15,118  163,025  155,527

廃ラF物 の組成 (%)

易大夕大性廃茶物

ll[燃 性廃 束物

ィ(″大物

汚泥

その他

168

27 ′t

t7 8

19 8

18 7

54

300

99

25 9

18 7

29

17 9

15 2

′13 8

18 2

39

146

25 8

31 0

21 8

58

153

21 8

16 2

38 4

81

,11 ′i

32 2

32 t

t′ 1 2

13 5

19 6

39 8

17 9

9G

17

(′ 1 7

25 t

28 6

30 0

38

15 4

23 5

23 3

34 1

48

15 0

38 8

23 9

17 5

32

20 宮

33 3

23 4

20 0

悪央発生要休対象廃 束物 兵と (t) 18,508   66,897 91,331   81,905   68,408   68,308   8と ,341   72, 115    7,334   84,561   66,607

li記 ,オ造棄物 の ll・ 成比率 (%)

ガス抜き管におけるげ[化 水索渋
「りσ)i′府II市言 (O DRi】

607 759  739  583  587  5(1  455  ′178 47 6     51 9     ′12 8

〈0 002-
088
0 009へ´

350 1900 7600 1600
0～ 00068～  00036～  00012～  00003～  00012～  0013～ 〈0 0001 0 0006ヘフ

ー 88      830

の 辟 )、 れ‖ (Dnm)
敗地境

lん における硫 イヒ水繁濃度 <0 002    0 007   0 0081   0 0002   0 0003  く0 0001  (0 0001  (0 0001    0 012   0 0005   0 000′ 1

発生ガス 牡 (n比 /s)(最 大 伸1) 1787  <001   001 0 6     〈0 1     〈0 1 く0 1

注 １
　

　

２

３

４

ガス抜き管からの発生ガス量は、表 8-7 5に示す各ガス抜き管の空気流出量の合計値で示 した。
なお、平成 16～ 19年度は測定していない。
ガス抜き管における硫化水素は、表 8-7 4よ り整理 した。測定地点は図 8-7 2に 示す。
第 I理立地は平成 24年度以降は理立を休止 している。第Ⅱ埋立地は平成 24年度からの埋立である。

定量下限値は測定機器を変えたため平成 22年度までは<0 01mL/s、 平成 23年度以降は <0 1mL/sを 示す。
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(イ )気象の状況
a 文献調査結果
事業実施区域及びその周辺における気象の状況は、「第 3章 3-11.気 象の状
況J(p.31～ 5)に 示 したとお りである。
坂畑地域気象観測所における平成 17年～平成 26年の 10年間の気象の状況は、

年平均気温は 14.1℃ で、月平均気温は 8月 に 25,7℃ と最 も高く、1月 に 3.2℃ と

最も低い。年較差は 22.5℃ である。年降水量は 2,024 mmで、10月 に 331 mmと 最も

多く、 1月 に 81 mmと 最も少ない。年平均風速は 1.Om/sで 、4月 に 1.3m/sと 最も

強く、1月 イこ0.7m/sと 最も弱 くなつている。平成 26年における風向の状況は、北

北東～北東～東北東の風、及び南西の風が卓越 している。風速は南西の風の時に

3会い。

現地調査結果

悪臭の沢1定時の風向、風速、気温、湿度は、表 8-7.6～ 9に示 したとお りで
ある。

夏季調査時は、天気は晴れ、気温は 29.0～ 33.5℃ 、湿度は 52～ 74%、 風速は

1.Om/s以 下～ 1,3m/sで ある。

秋季調査時は、天気は晴れ、気温は 8.6～ H.6℃ 、湿度は 72～ 94%、 風速は 1,Om/s

以下～ 1.5m/sで ある。

冬季調査時は、天気は快晴、気品は 2.0～ 0.0℃ 、湿度は 82～ 83%、 風速は 1.Om/s

以下～3.Om/sで ある。冬季調査は 4時 50分から 7時 53分 までの早朝に実施 して

お り、当日は快晴であったことから、谷部では接地逆転層が形成されていたもの

と考えられる。

春季調査時は、天気は晴れ、気品は 20.9～ 26.2℃ 、湿度は 24～ 51%、 風速は

1.Om/s以 下～ 1.7m/sで ある。

(ウ )地形の状況
事業実施区域及び周辺の地形の状況は、「第 3章 3-19.地 形及び地質等の状
況J(p.361～ 64)に 示 したとお りであり、大部分が大福山を中心とした丘陵地と
なっている。

事業実施区域は丘陵の尾根付近に位置する。また、廃棄物搬入道路となってい

る林道戸面蔵玉線は、大部分の区間を丘陵の尾根部を通過するが、国道 410号は

小櫃川の低地を通過 している。

(工 )社会環境
a 土地利用状況
土地利用の状況は、「第 3章 3-23.土 地利用の状況J(p.389～ 91)に示 した
とお りであ り、君津市では山林の割合が最も高く、次いでその他、田の1瞑 となっ

ている。事業実施区域の地 目は、山林 となっている。

また、事業実施区域周辺は、農業地域、森林地域、自然公園地域及び自然保全
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地域 としての土地利用計画が策定されてお り、事業実施区域は農業地域及び森林

地域 としての土地利用計画が策定され、全域が地域森林計画対象民有林に指定さ

れている。なお、事業実施区域及びその周辺には、都市計画法に基づく用途地域

の指定はない。

学校、医療施設の分布状況

学校・幼稚園、病院、保育園、老人ホーム等静穏な環境が必要とされる施設の

分布状況は、「第 3章 3-26.環 境保全についての配慮が必要な施設及び住宅の

分布状況」(p.3100～ 102)に示 したとお りであり、事業実施区域に近い施設とし

ては、北方約 l kmに 福野自治会館、南西約 2.O kmに亀山保育園がある。また、事

業実施区域に近い集落は、北方に福野集落や南方に蔵玉集落があるが、いずれも、

事業実施区域から l km以上離れている。

C 主な発生源の分布状況

事業実施区域及び周辺における悪臭物質の主な排出源 としては、既存施設の埋

立地が該当する6

d 悪臭に係る苦情の状況
君津市及び市原市における公害苦情の状況は、「第 3章 3-29,(3)ア .公

害苦情の状況J(p.3139)に 示 したとお りであり、平成 25年度の悪臭に係る苦情

件数は粛津市で 27件、市原市で 62件 である。

悪臭に係る苦情はそのほとんどが焼却行為 (野焼き)に よつて発生する煙に起

因 している。

(オ )法令による基準等

忠具防止に係る規制基準等の状況は、「第 3章 3-28.(3)キ .悪臭J(p.3128
～ 130)に示 したとお りである。

悪臭防止法では、敷地境界線における特定悪臭物質の濃度の規制基準が定めら

れているが、事業実施区域及びその周辺には悪臭の規制地域の指定はない。

また、千葉県は、臭気濃度の日標値を定めてお り、事業実施区域は
「工業団地

を除く未指定地域」に該当している。

さらに、君津市では、君津市環境保全条例により悪臭に係る規制基準を
「周囲

の環境等に照らし、悪臭をヌ九
<生 し、排出し、又は飛散する場所の周辺の人々が著

しく不lkを感ずると認められない程度」と定めてお り、事業実施区域は、この規

制基準の適用を受ける。
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(2)予  測
ア.予 測事項

悪臭に係る予測事項は、悪臭の現地調査結果から、埋立作業地における埋立作業

(廃棄物のダンピング、敷均 し 。転圧)及び廃棄物の存在に伴い発生する悪臭の影
響、埋立層内で有機物の分解等により発生 したガスがガス抜き管から漏出する場合

の影響、浸出水処理施設の稼働及び存在に伴い発生する悪臭の影響が考えられるた

め、以下のとお りとした。

・廃棄物の埋立作業に伴 う悪臭の影響

・ガス抜き管か ら漏出する悪臭の影響

・浸出水処理施設の稼働及び存在に伴い発生する悪臭の影響

イ 予測地域
予測地域は、現地調査の調査地域 と同様 とした。

ウ 予測地点
予狽1地点は、図 8-7.3に 示す とお り、敷地境界の現地調査地点と同様 とした。

工.予 測対象時期等

予測時期は、増設埋立地供用開始後の埋立作業が定常状態になる時期及び埋立作

業区域が自然歩道に近 く影響が大きいと考えられる時期 とした。

オ 予測の手法
(ア )廃棄物の埋立作業に伴 う悪臭の影響
a.予測項目
予測項 目は、特定悪臭物質の濃度及び臭気濃度 とした。

予測方法

予測は、事業計画及び環境保全措置の内容の把握、現地調査結果等の解析に基

づく定性的な予測を行った。
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(イ )ガス抜き管から漏出する悪臭の影響
a.予測項目
予浪1項 目は、特定悪臭物質のうち、最終処分場から発生する主要な悪臭物質 と

して硫化水素を対象 とした。

.予測方法
ガス抜 き管のモニ タ リング結果か ら、硫化水素の濃度、空気流出量を設定 し、

拡散式を用いて定量的な予測 を行 った。

予測式

有風時 (風速 lm/sを超える場合)の 大気拡散式であるプルーム式を使用した。

「プルーム式 (有風時 ;風速 1,Om/sを超 える場合 )」

C

2 ノ
2

)・

CXp(一

歩 )

C(χ,ノ,Z)=
2

π・ ク・ σ σ

9
|(x,y,z)地点における硫化水素濃度 (ppm)
1硫化水素の排出量 (mL/s)

1平均風速 (m/s)

1排 出源の高さ (m)
水平 (y),鉛 直 (z)方向の拡散幅 (m)
1風 向に沿つた風下距離 (m)
l x軸に直角な水平距離 (m)
l x軸に直角な鉛直距離 (m)

汐

予測条件

ガス抜き管からの硫化水素の予沢Jは、以下の 3ケースを設定した。

ケース① :全ガス抜き管から硫化水素が平均的な濃度で漏出した場合

ケース② :高濃度の硫化水素が最寄りのガス抜き管から漏出した場合

ケース③ :冬季早朝において高濃度の硫化水素が最寄りのガス抜き管から漏出

した場合

(a)ケース① :全 ガス抜き管から硫化水素が平均的な濃度で漏出した場合
ケース①の予測条件は表 8-7.13に 示すとおりとした。硫化水素濃度は表 8
-7.4に 示 したガス抜き管でのモニタリング調査結果から第Ⅱ埋立地の平成
26年度の平均濃度を設定した。増設事業では第Ⅱ埋立地で行つている廃石膏ボ
ー ド類等の混合埋立を第Ⅲ期でも継承することから、硫化水素濃度の予狽1条件

に第Ⅱ埋立地での平成 26年度の平均値を当てはめた。空気の流出量は定量下
限値の 0.01mL/sを 設定した。

大気安定度は、パスキルの大気安定度分類のうち、自然歩道等の利用を考慮

して、日中に出現する安定度を対象 とし、悪臭物質が最も拡散 しやすく、また、

晴れた日中に現れやすいA(強 不安定)、 安定度分類の中間的な状態であり、

2σ
ノ

刀(〆′ヌθ

〃

０カ。

　

ズ

　

ノ

　

ろ

d
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曇 りや雨の日に現れやすいD(中 立)を設定 した。なお、悪臭防止法による 2

号規制基準の算定に適用されている安定度 B(不安定)につい ても対象 とした。

第Ⅲ-1及 び第Ⅲ-2埋立地のガス抜き管の計画位置は、図 8-7.4に示す と

お りであり、各ガス抜き管から表 8-7.13に 示す硫化水素が排出されるとした。

表 8-7,13 ケース①の計算条件
項  目 条  件

排出高 1.ё m

空気流出量 0,01mL/s

硫化水素濃度 206ppm

l)r出量 2.06mL/s

風 速 1 0m/s

大気安定度 A(強 不安定 )、 B(不 安定 )、 D(中 立 )
注 1)硫化水素濃度は表 8-7 4の 第Ⅱ埋立地における平成 86年度の平均
値、空気流出量は定量下限値の 0 01mL/sと した。

2)排出量=硫化水素濃度×空気流出量
3)大気安定の拡散係数はパスキル・ギフォー ド線図の近似式より設定

(b)ケース② :高濃度の硫化水素が最寄 りのガス抜き管から漏出した場合

ケース②の予沢1条件は表 8-7.14に 示す とお りとした。硫化水素濃度は表 8

-7.4に 示 したガス抜き管でのモニタリング調査結果か ら第 Ⅱ埋立地におい

て最大値を示す平成 26年度の⑦ガス抜き管の濃度 (830ppm)を 設定 した。第

Ⅱ埋立地では埋立当初から廃石膏ボー ド類等の混合埋立を行ってお り、その結

果、ガス抜き管のモニタリング調査では第 I埋立地では最大 7,600ppmの硫化

水素濃度が観測されたが、第Ⅱ埋立地では平成 26年 に最大 880ppmが測定され

ている。この濃度は第 I埋立地の最大値の概ね 1/10の濃度であり、この濃度

低下は、混合埋立と保有水排水機能強化策を講 した効果であると考えられる。

第Ⅲ期でも第Ⅱ期で講 じた改善策を継承することから、混合埋立や排水機能の

強化による効果が考えられるため、高濃度の硫化水素の予測条件 として第 Ⅱ埋

立地での最大値を当てはめた。空気の流出量は定量下限値の 0,01mL/sを設定

した。

大気安定度は、ケース① と同様、A(強 不安定 )、 B(不 安定)及 びD(中

立)を 設定 した。

ガス抜き管の計画位置は図 8-7.4に 示す とお りであり、最寄りのガス抜き

管を発生源 とした。
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項  目 条  件

排出高 1,Om

空気流出量 0.01mL/s

硫化水素濃度 830ppm

排出量 8.3mL/s

1.Om/s風 速

大気安定度 A(強 不安定 )、 B(不 安定 )、 D(中 立 )

表 8-7.14 ケース②の計算条件

硫化水素濃度は表 8-7 4の第Ⅱ埋立地における平成 26年度の最大
値、空気流出量は定量下限値の 0.01mし /sと した。

排出量=硫化水素濃度×空気流出量
大気安定の拡散係数はパスキル・ギフォー ド線図の近似式より設定

(c)ケース③ :冬季早朝において高濃度の硫化水素が最寄りのガス抜き管から漏

出した場合

冬季早朝の晴天時における静穏な条件下で発生する冷気流は斜面に沿って

流れ下るので、ガス抜き管から漏れ出した悪臭物質である硫化水素は空気より

重いためこの流れに沿つて移動すると考えられることから、ケース③の予沢1条

件は表 8-7.15に 示すとおりとした。排出条件は表 8-7.14に 示した条件 辻

同様であるが、大気安定度は、冬季早朝の放射冷却による強安定時を想定して、

亜 白物 斤占バ 予 新 Iι
「
でい 歩 市 店 ∩

`耳

綸孝 ″ 力ヽ 譜 市 1ン ナー^

予測地点の位置は、図 8-7.4に 示す標高の最も低い地点 4と し、発生源は

最寄 りのガス抜き管 とした。

表 8-7.15 ケース③の計算条件
項  目 条  件

排出高 1.Om

空気流出量 0.01mL/s

硫化水素濃度 830ppm

排出量 8.3mL/s

風 速 1 0m/s

大気安定度 G(強 安定 )
注 1)硫化水素濃度は表 8-7 4の第Ⅱ埋立地における平成 26年度の最大
値、空気流出量は定量下限値の 0 01mL/sと した。
2)排出量=硫化水素濃度×空気流出量
3)大気安定の拡散係数はパスキル・ギフォー ド線図の近似式より設定

(ウ )浸出水処理施設の稼働及び存在に伴い発生する悪臭の影響

a 予測項目
予測項目は、臭気濃度 とした。

予測方法

事業計画及び環境保全措置の内容を把握するとともに、浸出水調整槽における

臭気濃度調査結果から、臭気濃度、空気の流出量を設定 して、拡散式により定量

注

2

3

b
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的な予測 を行 った。

予測式

予測式は、 「 (ィ )ガス抜き管から漏出する悪臭の影響」で使用 したプルーム
式を使用 し、以下に示す 「悪臭評価時間修正Jを考慮 した。

「悪臭評価時間修正」

大気拡散式で得 られる悪臭物質濃度は大気拡散パラメータによる評価時間

(3分 )に対する値であるが、悪臭の知覚時間は 30秒程度 といわれている。
このため、大気拡散予測式による悪臭の評価について人間の臭気知覚時間に対

応 した値に修正 した。

拡散実験結果から、平坦地域での水平方向拡散幅の時間依存性について、次

式のような関係になる。

買=(T力 /T々 )ρ

買

Tね

Tオ

ρ

:水 平方向拡散パラメータの時間修正係数 (通 常 0.285)

:評価時間 (通 常 30秒 )

i拡散パラメータ基準時間 (180秒 )

:時間修正べき指数 (0。 7)

また、 Cに 対する修正係数は 3.5と する。

d

出典 :「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」 (平成 18年 9月  環境省大臣官房
廃棄物・ リサイクル対策部)54(2)悪 臭評価時間修正の方法

予測条件

予測条件は表 8-7.16に示すとおりとした。臭気濃度は表 8-7.10に 示した
浸出水調整槽での調査結果から最大値を示す第 2浸 出水調整槽の 2-① グレーチ
ング開口部の濃度を設定した。空気の流出量は測定時の全流出量から、増設する

調整容量に応 じて値を設定した。

大気安定度は、ガス抜き管から漏出する悪臭の影響の予測と同様 とした。

表 8-7,16 計算条件

注 1)臭気濃度は表 8-7.10の 値 。

2)空気流出量は 4開 口部の合計値 (306∬ /s)を 基に、F死設の調整容量
(30,000∬ )と 増設調整容量 (15,000∬ )。 の比率に応 じて設定。
3)排 出量=臭気濃度×空気流出量
4)大気安定の拡散係数はパスキル・ギフォー ド線図の近似式より設定

項  目 条  件

排出高 Om

空気流出量 1.53面 /s

臭気濃度 1000

排出量 1,530ポ /s

風 速 1.Om/s

大気安定度 A(強 不安定 )、 B(不 安定 )、 D(中 立 )
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力 予測結果
(ア )廃棄物の埋立作業に伴 う悪臭の影響

埋立作業に伴 う悪臭発生の要因となる廃棄物 としては、燃えがら、汚泥、木く

ず、石膏ボー ド類等が考テられる。

悪臭の現地調査、既存処分場のモニタリング調査では員九存の第 Ⅱ埋立地に近い

調査地点 (予沢1地点 3)における臭気濃度はす。̂ミて千葉県の指導 日標値を達成 1ノ

てお り、また、特定悪臭物質の濃度も参考 とした悪臭の規制基準を下回つている

こと、既存処分場の敷地境界付近での発生ガスのモニタリング調査でも悪臭物質

である硫化水素は参考とした規制基準を下回つている。これ らの結果を考慮する

と、予沢1地点 1及び 2はそれぞれ第Ⅲ-2、 第Ⅲ-1埋 立地から約 50m以 上離れた

所に位置していること、埋立作業に当たつては第Ⅱ処分場 と同様、悪臭を発生す

る廃棄物を分散 して埋め立てる、即 日覆土を行 う(p.218 オ.埋立工法 参照 )

などの措置を講ずることから、埋立作業における悪臭の発生は抑制され、臭気濃

度は 20未満になると予淑1さ れる。

予測地点 3は 、既設の第Ⅱ埋立地に近いが、この埋立地は増設埋立地が供用さ

れる時期にはほぼ埋立が終了してお り、最終覆上が施され埋立作業はないこと、

第Ⅲ-1埋 立地からは約 320～ 470m、 第Ⅲ-2埋立地からは約 420～ 760m離れてい

ることから、埋立地方向から風が吹いた場合でも、この地点における臭気濃度は

Z∪ フl、 イ間 イヒ /よ OC J´ 桝町ご てしOO

了ワ測地点 4は 、既設の埋立地から最も遠 く離れてお り、第Ⅲ-2埋立地からは

約 200m離れていることから、予測地点 3と 同様の理由により臭気濃度は 20未満

になると予測される。

また、特定悪臭物質については、現地調査ではすべての敷地境界の調査地点で

参考とした規制基準以下の濃度であること、君津環境整備センターで実施 してい

る東側敷地ド見界におけるモニタリング調査では最近 5年間 (平成 22～ 26年度)の

特定悪臭物質濃度の沢1定結果はすべての年度、項目で参考とした君津市の規制基

準を達成 していること、既存処分場の敷地境界付近での発生ガスのモニタリング

調査でも悪臭物質である硫化水素は参考とした規制基準を下回つていることから、

増設埋立地における埋立作業に伴 う特定悪臭物質濃度は全ての予測地点において

参考に示 した規制基準を下回るものと予測 される。

(イ )ガス抜き管か ら漏出する悪臭の影響

a ヶ―ス① :全 ガス抜き管から硫化水素が平均的な濃度で漏出した場合

各ガス抜き管から漏出した場合の硫化水素の予測結果は、表 8-7.17に 示す と

お りである。

大気安定度 Aで は 0,0007～ 0.0038ppm、 大気安定度 Bで は 0.0019～ 0.0054ppm、

大気安定度 Dで は 0.0062～ 0.0155ppmと 予沢1さ れた。悪臭防止法に基づく特定悪

臭物質の規制基準は事業実施区域には適用 されていないが、参考 として硫化水素

の規制基準 (0.02ppm)と 比較すると予淑1値はその値を下回つている。
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予測地点 地点 1 地点 2 地点 3 地点 4

大気安定度 A 0.0038 0 0031 0 0007 0.0022

大気安定度 B 0 0054 0 0050 0 0019 0,0044

大気安定度 D 0.0116 0,0155 0.0062 0.0149

風  向 南 西 西 】ヒゴヒ7ヨ 東南東

表8-7.17 ガス抜き管から漏出する硫化水素の予測結果 :ケース①
(単 m)

注)ケース① :全 ガス抜き管から硫化水素が平均的な濃度で漏出した場合

bケース② :高濃度の硫化水素が最寄 りのガス抜き管から漏出した場合
最寄りのガス抜き管から漏出した場合の硫化水素の予測結果は、表 8-7.18及
び図 8-7.5に 示すとおりである。
大気安定度 Aで は 0.0002～ 0,0031ppm、 大気安定度 Bで は 0.0006～ 0.0055ppm、
大気安定度 Dで は 0.0031～ 0.0225ppmと 予測された。参考とした硫化水素の規制
基準 (0,02ppm)と 比較すると大部分の予狽1値は低い値を示 している。

表 8-7.18 ガス抜き管から漏出する硫化水素の予測結果 :ケース②
(単 pm)

注 1)ケ ース② :第 Ⅱ埋立地のガス抜き管で検出された高濃度の硫化水素が最
寄りのガス抜き管から漏出した場合
2)距離は敷地境界に最も近いガス抜き管からの値 (図 874参 照 )。

生800

1600

生400

1200

1000

0800

06(10

0400

0200

0000
0       50      1oo     150     200     250     300     350     400     450     500

艦E離 (「r)

図 8-7.5 ガス抜き管から漏出する硫化水素の予測結果 :ケ ース②

予測地点 地点 1 地点 2 地点 3 地点 4

発生源からの距離 100m 120m 375m 200m

大気安定度 A 0 0031 0 0022 0.0002 0,0009

大気安定度 B 0.0055 0 0040 0.0006 0.0017

大気安定度 D 0.0225 0.0174 0.0031 0,0083

・"……大気安定度D

―一―大気安定度B

一一一大気安定度A
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cケ ース③ :冬季早朝において高濃度の硫化水素が最寄 りのガス抜き管から漏出し

た場合

冬季早朝の高濃度の硫化水素が最寄 りのガス抜き管から漏出 した場合の予測

結果は、表 8-7.19に示す とお りである。

地点 4の 濃度は 0.0482ppmと 予沢1さ れた。大気安定度 A、 B、 Dの 予測結果

(0.0009～ 0.0083ppm)』 iリ ー桁高い捜度でありⅢ参考と |ィ ナ́硫イ[1水素の綱,制基準

(0.02ppm)よ り高い値を示 している。

表 8-7.19 冬季早朝において高濃度の硫化水素が最寄 りのガス抜き管から

漏出した場合 :ケース③

予測地点 地点 4

発生源からの距離 200m

大気安定度 G 0.0482ppm

注)距離は敷地境界に最も近いガス抜き管からの値 (図 874参照)。

(ウ )浸 出水処理施設の稼働及び存在に伴い発生する悪臭の影響

浸出水調整槽から発生す る臭気濃度の敷地境界における予浪1結 果は、表 8-

7.20及 び図 8-7.6に 示す とお りである。
大気安定度 A、 B及び Dと も、各地点で 10未満 と予測 される。予測値はすべ

て千葉県の指導目標値 (20程度)を 下回つているc

表 8-7.20 第 3浸出水調整槽から発生する臭気濃度の予沢1結果
予測地点 地点 1 地点 2 地点 3 地点 4

発生源からの距離 650m 580m 230m 760m

大気安定度 A
10未 満

(く 1)

10未満

(く 1)

10未満

(〈 1)

10未満

(〈 1)

大気安定度 B
10未満

(く 1)

10未満

(〈 1)

10未満

(〈 1)

10未満

((1)

大気安定度 D
10未満

(1)

10未満

(1)

10未満

(1)

10未満

(〈 1)

注)予測結果の括弧内の数値は計算結果の実数を示す。

60000

50000

。“―・・大気安定度D

―――大気安定度B

一……大気安定度A
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20000
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50 450     500

'巨
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'

図 8-7.6 第 3浸出水調整槽から発生する臭気濃度の予測結果
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(3)環境保全措置
事業の実施に伴い事業の計画段階で講ずる環境保全措置及び調査及び予測の結果

に基づき講ずる環境保全措置は以下のとお りである。

ア・計画段階で配慮 した環境保全措置

・埋立施設は有機物等の分解が促進される準好気性埋立構造を採用する。

・貯留構造物背面、埋立地法面小段部、埋立地底面の排水機能を強化することに

より埋立層内に浸出水が滞留することを防止 し、埋立層内の準好気性環境を向

上させる。

・埋立層内で発生するガスや悪臭物質は、ガス抜き管により、速やかに大気中に

放出する。

・ガス抜き管の位置は周辺道路からできる限 り離 して配置する。

・臭気濃度、発生ガス濃度 を調査 し、監視する。

・廃石膏ボー ドを埋め立てる場合は敷地境界から出来るだけ離 して埋め立てる。

・廃石膏ボー ドと有機物 (下水汚泥等)が 混合することによる硫化水素の発生を
防止するため、廃石膏ボー ドは埋立場所を区分 して埋立を行 う。

・廃石膏ボー ドは指定 した場所に混合しないで、透水性の低い無機性の廃乗物 (無

機汚泥等)を被せて埋立箇所への雨水浸透を防止するように埋立てる。
・埋立箇所の上部 (中 間覆土層まで)に は、下水汚泥以外の廃棄物を埋立てるこ
とで、硫化水素の発生を防止する。

・即 日覆上を行 う。 (p.218オ .埋立工法 参照 )
・洗車施設は常に清掃、洗浄 し、清潔に保つ。

・廃棄物搬入車両は、排出現場を出る前に積載物の落下飛散・流水滴下がないよ

う必ず確認するとともに、シー トがしっか り掛かっているか確認する。

・洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを洗浄する。また、荷台等は必要に応 じ埋立

地内で洗浄を行 う。

・ 日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない。

・ 日曜、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない。

イ`調査及び予測の結果に基づき講ずる環境保全措置
影響予測の結果、高濃度の硫化水素がガス抜き管から漏出した場合に最寄りの敷

地境界で整合を図るべき基準を上回る濃度が予沢1さ れたため、環境保全措置の検討

を行った。その結果は表 8-7.21に 示すとお りである。
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表 8-7.21 ガス抜き管からの硫化水素の漏出に係る環境保全措置の検討結果

注 1)監視地点 :第 Ⅲ 2埋立地の敷
監視頻度 :週 1回

界に近い北側のガス抜き管 10ヵ 所

監視方法 :ガ ス抜き管内の硫化水素濃度を携帯型測定器 (測定濃度範囲 0～ 1000ppm程 度)で測定。
2)高 濃度 (350ppm)は 、冬季早朝に敷地境界で君津市環境保全条例による規制基準 (参 考)を 超過する可能性
がある値。
3)高濃度になる可能性を判断する濃度は 300ppmと する。
4)高濃度になる懇れがある場合は、ガス抜き管の管口,ナ「傍に拡散装置″設置 し、ガスを拡散させる。
拡散装置の稼働は、ガス抜き管内の硫化水素濃度が安定して 300ppm以 下になるまで、継続する。

rン1  `=亜  汀扁

ア 評価の手法
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかを検討する手法

環境保全措置の実施の方法、効果、当該措置の実施に伴い生ずるおそれのある

環境影響について検討 した結果、事業者により実行可能な範囲内で対象事業に係

る環境影響ができる限 り回避 され、又は低減されているかどうかを検証すること

により評価 した。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果とを比較 し検討する手法

悪臭防止法に基づく特定悪臭物質については、規制基準は事業実施区域には適

用 さね′ていないが、君津市環境保全条例による規制基準を参考に、また、臭気濃

度については、千葉県の臭気濃度に係る指導目標値を整合を図るべき基準に設定

し、敷地境界における臭気濃度等の予測結果と比較 した。

整合を図るべき基準は、表 8-7.22に 示す とお りである。
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場 所 項  目 単位 基  準

敷

地

境

界

特
定
熙

臭
物

質

アンモニア

メチルメルカフ'タン

ppm 1以 下
ppm 0.002以 下

硫化水素 ppm 002以 下
硫化メチル ppm 0.01以下
二硫化メチル ppm 0.009以 下
卜

'メ

チルアミン ppm 0,005以 下
アセトアルテ'ヒ ト

｀
ppm 0.05以下

フ
°
ロヒ'オンアルテ

ヾ
ヒト
゛
ppm 0,05以 下

ノ″マルフ
ヾ
チルアルテ
゛
ヒト'

イソフ
゛
チルアザレテ
゛
ヒト
゛

ノルマ,レ ハヾレルアルテ
ヾ
ヒト
・

ppm 0.009以 下
ppm 0.02以下

0.009以 下
0,008以 下

ppm

イノハ'レルアルテ
ヾ
ヒト
ヾ

ppm

イノフ
ヾ
タノール ppm 09以 下

酢酸エチル

メチルイアフ
゛
チ,レケトン

トルエン

スチレン

キンレン

ppm 3以 下
ppm 1以 下
ppm 10以 下

0.4以 下ppm

ppm 1以 下
ダロヒ'オン酸 ppm

ppm

003以 下
ノルマル酪酸 0001以 下
ノルマル吉草酸 ppm 00009以 下
イツ吉草酸 ppm 0001以 下

臭気濃度 20程度

表 8-7.22 整合 を図 るべき基準等

注)悪 臭防止法に基づく特定悪臭物質の規制基準は事業実施区域には適用されてい

ないが、君津市環境保全条例による規制基準を参考に設定した。
臭気濃度は千葉県の臭気濃度に係る指導目標値

イ 評価の結果
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかの検討結果
事業の実施に当たつては、

・埋立施設は有機物等の分解が促進される準好気性埋立構造を採用する
。増設する浸出水処理施設の処理能力は、既存の処理能力の稼働状況を基に余裕

を持った施設 とすることにより、埋立層内に浸出水が滞留することを防止 し、

埋立層内の準好気性環境を向上させる

。埋立層内で発生するガスや悪臭物質は、ガス抜き管により、速やかに大気中に

放出する

。ガス抜き管の位置は周辺道路からできる限 り離 して配置する
。臭気濃度、発生ガス濃度を調査 し、監視する

。廃石膏ボー ドを埋め立てる場合は敷地境界から出来るだけ離 して埋め立てる
。廃石膏ボー ドと有機物 (下水汚泥等)が混合することによる硫化水素の発生を
防止するため、廃石膏ボー ドは埋立場所を区分 して埋立を行 う (p.8729(3)
環境保全措置 ア 参照 )

・即 日覆土を行 う (p.218オ .埋立工法 参照 )
・洗車施設は常に清掃、洗浄 し、清潔に保つ

・廃棄物捌受入車両は、排出現場を出る前に積載物の落下飛散・流水滴下がないよ
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う確認するとともに、シー トがしつか り掛かつているか確認する

。洗車場で廃棄物初費入車両のタイヤを洗浄する、また、荷台等は必要に応 じナ里立

地内で洗浄を行 う

。日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行と,ない

^日 曜、祝日は、廃棄物の搬入を行わない

・ガス抜き管から漏出する硫化水素濃度を携帯型測定器により定期的に監視する

。高濃度 (300ppm)が 検出された場合は換気装置等により換気を行つて濃度を低

下させる

などの措置を講ずることから、対象事業に係 る環境影響が低減されていると評価

する。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

a 廃棄物の埋立作業に伴う悪臭の影響
予測地点 1及び 2については、悪臭の現地調査等において既存埋立地に近い調

査地点での臭気濃度はすべて千葉県の指導目標値を達成 していること、第Ⅲ-2、

第Ⅲ-1埋立地から約 50m以 上離れた所に位置 していること、埋立作業に当たつ

ては第Ⅱ埋立地 と同様、悪臭を発生する廃棄物を分散して埋め立てる、即 日覆土

を行 う (p.218 オ.埋立工法 参照)な どの措置を講ずることから、埋立作業
における悪臭の発生は抑制され、臭気濃度は 20未満になると予測され、また、予

測地点 3、 4に ついては埋立地から離れているため、臭気濃度は 20未満になると

予測されることから、大福山、養老川 自然歩道等を利用するハイカー等への影響

は小さく、基準との整合は図られているものと評価する。

ガス抜き管から漏出する悪臭の影響

ケース①の 「各ガス抜き管から平均的な濃度で漏出した場合」の敷地境界にお

ける硫化水素の濃度は、大気安定度 Aでは 0.0007～ 0,0038ppm、 大気安定度 Bで

は 0,0019～ 0.0054ppm、 大気安定度 Dでは 0,0062～ 0.0155ppmと 予測 され、整合

を区|る べき基準 (0,02ppm)を 下回つている。

ケース②の 「最寄 りのガス抜き管から高濃度の硫化水素が漏出した場合」の敷

地境界における濃度は、大気安定度 Aで は 0.0002～ 0,0031ppm、 大気安定度 Bで

は 0.0006～ 0.0055ppm、 大気安定度 Dでは 0.0031～ 0.0225ppmと 予測 され、整合

を図るべき基準 (0,02ppm)と 比較すると大部分の予測値は基準より低い値を示 し

ている。

ケース③の 「冬季早朝において高濃度の硫化水素が最寄 りのガス抜き管から漏

出した場合」では、予測の対象 とした地点 4における濃度は 0.0482ppmと 予狽Jさ

れた。大気安定度 A、 B、 Dの 予測結果 (0.0009～ 0.0083ppm)よ リー桁高い濃度

であり、整合を図るべき基準 (0,02ppm)よ り高い値を示 している。

第Ⅲ-2埋立地の敷地境界に近い北側のガス抜き管 10ヵ 所を対象にガス抜き管

内の硫化水素濃度を携帯型測定器により定期的 (週 1回 )に監視する。350ppmを

超えると敷地境界で整合を図るべき基準 (硫化水素濃度 0.02ppm)を超える恐れ

b
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があるので、予防措置として 300ppmを 超えた場合は拡散装置により整合を図るべ

き基準を超えないようにする。

なお、硫化水素のモニタリング調査では、表 8-7.4(p.87-7)に 示 したよ
うに敷地境界で整合を図るべき基準 (0,02ppm)を超えることはなく、また、第 Ⅱ

期増設事業の供用に伴 う事後調査結果 (夏季は日中、冬季は早朝の晴れの日の測

定)においても表 8-7.23に 示すように整合を図るべき基準を超える結果は測定
されてない。

表 8-7.23 第 Ⅱ期埋増設事業の供用時における硫化水素の事後調査結果
(単位

注 1)調査地点の ( )は 図 87.1の 調査地点番号。
2)2月 の調査は晴れた早朝に測定。 8月 は 日中に測定。

以上のことから、高濃度の硫化水素が漏出 した場合に整合を図るべき基準より

高い濃度が予測 されたが、更なる悪臭に係る環境保全措置を講ずることから、ガ

ス抜き管から漏出する硫化水素濃度はさらに低減 され、基準との整合は図られる

ものと評価する。

.浸出水処理施設の稼働及び存在に伴い発生する悪臭の影響
浸出水調整槽から発生する臭気濃度は、敷地境界の各予沢1地点において 10未

満 と予預1さ れ、敷地境界における千葉県の臭気濃度の指導目標値 (20程度)を 下
回つてお り、整合を図るべき基準を満足 している。

C

調査地点
地点 1

(地点 2)
地点 2

(地点 3)
地′点 3

(地点 A)
2月 0.002未満 0002未満 0,002未 満

平成 25年
8月 0002未満 0002未満 0.002未 満

2月 0.002未満 0.007 0002未満
平成 26年

8月 0,0001 0.0004 0.0001未 満

2月 0,0001 0.0001 0.0001未 満
平成 27年

8月 0,0003 0 0003 00001未 満
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8-8 地形及び地質等

1.施工時及び供用時
(1)調  査
ア.調査すべき情報

(ア )地形、地質、土壌及び湧水の状況
a 地形の状況
地形の種類及びその分布等を調査 した。

過去に地形の改変があった場合には、その状況についても調査 した。

b 地質及び地質構造等の状況
地質の性状やその分布、化石産地、断層等地質構造の規模及び分布等を調査 し

た。

c 土壌の状況
土壌の状況については以下の項 目について調査 した。

・土壌の区分、分布

・理化学的性質 (粒度組成、pH、 腐植含量 (全炭素 )、 可溶性アル ミニウム、可

給態 リン酸、 リン酸吸収係数、全窒素、交換性陽イオン (K,Na,Ca,Mg))

d 湧水の状況
湧水の分布、形態 (湧 出、滲み出し等 )、 湧水量等を調査 した。

また、湧水の利用がある場合にはその状況について調査 した。

(イ )特異な自然現象の状況
学術上特に配慮 しなければな らない特異な自然現象の分布 とそれを特異 とす

る理由について調査 した。

(ウ )指定、規制の状況
「文化財保護法」に基づく天然記念物の指定等の状況及び 「自然公園法」等に

よる指定地域の状況、「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」に基づく

急傾斜地崩壊危険区域の指定の状況、その他関係法令等に基づく指定状況等を調

査 した。

イ 調査の手法
(ア )調査地域の区分

調査地域は地形、植生の概観、集水域等を目安 として、以下の 5区域に区分 し

た。その際、生態系との関連を考慮 して区域を設定 した (図 8-8,1参 照)。

A地 区
B地 区
C地 区
D地 区
E地 区

増設区域 (御腹川流域 )

既存埋立地

事業実施区域の東側の区域 (梅 ヶ瀬川流域 )

事業実施区域の北側の区域 (御腹川流域 )

事業実施区域の南側の区域 (小櫃川上流域 )
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(イ )地形 口地質等の把握
a 文献調査
文献調査は、地形図、地形分類図、表層地質図、地質断面図、土壌図、空中写

真、 I H21環境影響評価書」等を収集、整理 した。

b.現地調査
・地形 :現地踏査により、地形の状況を調査 した。

。地質 :現地踏査により、地質の構成、分布状況を調査 した。また、ボー リン

グ調査を行い、地質の断面特性を把握 した。

・土壌 :現地踏査、試孔断面調査 (土壌断面を整形 し、土壌形態・構造の把握、

土壌断面の写真撮影 )、 検土杖調査により、土壌の環境、形態を調査 した。

また、土壌の理化学的性質については、試坑断面調査地点の表層 (A層 )よ

り上壌を採取し、室内で分析試験を行つた。

・湧水 :現地踏査により、湧水の状況を調査 した。

・特異な自然現象 :文献調査で確認 された情報に基づき、現地踏査により調査

した。

ウ.調査地域

現地調査の調査地域は、事業実施区域及びその周辺約 200mの範囲とし、その位

置は、図 8-8.1に 示すとお りである。
また、文献調査は、君津市及び市原市を対象 とした。

工 調査地点等
(ア )地形・地質
ボー リング調査は、図 8-8.2に示すとおり増設埋立地を対象に 7地点設定 し

た。

(イ )上  壊
上壌の調査地点は、調査地域の地形条件や植生の分布を考慮 して、図 8-8,1

に示す とお り、試坑断面調査地点を 8ヵ 所、検土杖調査地点を 64ヵ 所設定 した。

オ 調査期間等
調査は、表 8-8 1に示す時期に実施 した。

表 8-8,1 地形・地質等調査時期
調査項 目 調査時期 備  考

地形・地質 平成 23年 12月 1日 ～平成 24年 3月 31日

土  壌 平成 25年 3月 26日 ～30日

湧  水
平成 25年 7月 5日

平成 25年 2月 28日

多雨期

寡雨期

特異な自然現象 平成 25年 2月 28日
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ヽ

ィド
ア

力 調査結果
(ア )地形の状況
a 文献調査結果
事業実施区域及びその周辺における地形の状況は、「第 3章 3-1 9.(1)
地形の状況」(p.361～ 63)に 示 したとお りであり、丘陵地がほとんどを占めてい

る。また、南部には元清澄・御嶽山地が、小櫃川や養老川沿いには河岸段丘がみ

られる。事業実施区域は、大福山丘陵地に含まれている。

また、重要な地形 としては 「(3)重要な地形及び地質J(p.3-61、 p.364)に
示 したとお りであり、事業実施区域周辺には非火山性孤峰 (大福山)、 峡谷・渓谷

(梅ヶ瀬渓谷)等の自然景観資源が分布 しているが、事業実施区域には分布 して
いない。

「深層崩壊推定頻度マ ップ」 (平成22年 8月 国土交通省)に よると、千葉県の
深層崩壊推定頻度は 「低い」及び 「特に低い」地域 となってお り、事業実施区域

及びその境界付近に位置 している。

現地調査結果

調査地域は、房総半島中央部の丘陵地帯に位置 し、小櫃川及び養老川の上流に

ある。調査地域の丘陵は、大福山 (標高 295m)を 頂点とし、大福山の少 し西側か

ら南方向に延びる標高 220m前後の丘陵頂都が小櫃川 と養老川 との分水界になっ

ている。その分水界の丘陵頂部から派生する山稜の標高は、200m前後 と定高性が

ある。

丘陵地は小櫃川及び養老川上流の樹枝状に形成 された谷に沿つて開析 されて

お り、谷に狭 まれる尾根筋ではやせ尾根 となっている。また、谷沿いには浸食に

よつて急斜面が形成 され、谷下流ほど大きくなる傾向にあり、尾根 との比高が大

きくなる。

調査地域の標高の状況は、表 8-8.2及び図 8-8.3に 示すとお りであり、標
高は 100～ 300mで あり、200～ 220mの標高の部分が最も多い。また、事業実施区
域内についてみると、180～ 240mの標高が約 70%を 占めている。

表 8-8,2 標高別面積表

標高区分
調査地域 事業実施区域

面積 (N) 割合 (%) 面積 (ピ ) 割合 (%)
280-300 rn 3,800 03 0 0

260-280rn 35,600 2.4 3,600 06

240-260rn 115,600 7.8 28,100 46

220-240rn 311,500 20.9 136,300 225
200-220rn 414,500 27.8 155,000 25,5
180-200rn 331,300 22.2 131,800 21.7
160-180m 169,100 11,4 86,700 14,3
140-160 rn 76,400 5 1 50,700 84

120-1401n 31,400 2.1 14,600 24

100-120m 300 0,0 0 0,0

合  計 1,489,500 100,0 606,900 100,0

b
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調査地域の地形は、山頂緩斜面、山頂急斜面、凸型急斜面、凹型緩斜面、急崖地、

崩壊地、渓床、人工改変地 (農耕地等、処分場等)に 区分され、その面積、分布
状況は表 8-8,3及 び図 8-8.4に示すとお りである。
調査地域は大福山丘陵地に含まれるが、砂岩泥岩互層が浸食され、急峻な地形

が発達 してお り、凸型急斜面が最も広い面積を占めている。

また、事業実施区域内についてみると、凸型急斜面が約 36%、 既存処分場の人

工改変地が約 27%を 占めている。なお人工改変地の大部分は埋立地や覆土置場の

平坦地である。

表 8-8.3 地形区分別面積表

地形区分
調査地域 事業実施区域

面積 (ポ ) 割合 (%) 面積 (ポ ) 割合 (%)
山頂緩斜面 56,600 3.8 22,400 3.7

山頂急斜面 142,700 9,6 55,200 9 1

凸型急斜面 623,500 41.9 217,600 35,9

凹型緩斜面 261,800 17.6 71,000 11,7

急崖地 78,100 5.2 46,100 7.6

崩壊地 21,600 1.5 14,300 2.3

渓  床 41,000 2.8 16,600 27

人 工改変地 264,200 17.7 163,700 27.0

合  計 1,489,500 100.0 606,900 100,0

|
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(イ )地質及び地質構造等の状況
a,文献調査結果
事業実施区域である君津市南部の上総丘陵は、上総層群の分布する地域となつ

ている。その南側では上位より三浦層群、保田層群及び嶺岡層群が分布 している。

上総層群は、新生代第二紀鮮新世か ら第四紀更新世中期に形成 された地層で、

砂岩、泥岩及び砂岩泥岩互層から構成 され、さらに、下位より黒滝層、勝浦層、

浪花層、大原層、黄和田層、大田代層、梅ヶ瀬層、国本層、柿 ノ木台層、長南層、

万田野層、笠森層及び金剛地層の 13層 に区分 されている (図 8-8.6参 照 )。
事業実施区域では梅ヶ瀬層が分布 し、事業実施区域の北側には国本層が、南側

には大田代層が分布 している (図 8-8.5参照 )。
梅ヶ瀬層は、千葉県市原市朝生原西方の梅ヶ瀬を模式地とする地層で、主とし

て砂岩優勢の砂岩・泥岩互層からなるとされている。また、下位の大田代層と、

上位の国本層 とはそれぞれ整合関係である。層厚は約 520mか ら 530mと 推定され、
地質構造は、東北東一西南西の走向で北に 10か ら 20° 傾 く単斜構造とされてい

る。

国本層は、養老川沿いの千葉県市原市日本を模式地 とする地層で、砂岩勝ちの

砂岩・泥岩互層 と塊状の砂質泥岩からなる。層厚は約 320mで ある。
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図 8-8.5 上総丘陵地域の地質分布図
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現在

1万年前

B万年前

13万年前

45万年前

260万年前

530万年前

1600万年前

2300万 年前

4000万 年前

出典 :「 日本の地質 3関東地方J(1986年 共立出版 )

図 8-8.6 房総半島における地質層序
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事業実施区域及びその周辺地域には、上総層群の大田代層、梅ヶ瀬層及び国本

層が分布 し、さらに計画地北側の久留里付近には、柿ノ木台層、長南層及び万田

野層が分布 している (図 8-8.7参 照 )。
梅ヶ瀬層は、岩相により 3つ に細分され、またその上位の国本層も岩相により

4つ に細分される (三梨ほか,1959,千葉県企画部編 ,1989)。

以下、表 8-8.4に それぞれの岩相の特徴について記載する。

表 8-8,4 梅ヶ瀬層及び国本層の岩相
地層名 特  徴

国本層

砂勝砂岩泥岩互層
層厚 5～ 15mの 細粒砂岩層と数 cm～ 15mの 砂質泥岩層 との互

層。本部層には KuO*1、 Ku2等 の火山灰層を狭む。

塊状砂質泥岩層 層厚 95mo Ku2を 挟む。

砂勝砂岩泥岩互層
層厚 115m。 普通 2～ 3mか ら数 mの 細粒砂岩層 と数 10cm～ 3m
の砂質泥岩層 との互層。

塊状砂質泥岩層
層厚 57m。 普通 2～ 3cmか ら教 cmの 細粒砂からなる薄層を挟
む。本部層では Ku5～ Ku6を 挟む。

梅ヶ瀬層

上部層

層厚 220m。 5mな い し 10数 mの細粒～中粒砂岩 と 20～数 10cm
の泥岩層 との砂勝 ち砂岩泥岩互層。本部層には Ul*2～ u4ま での

火山灰鍵層を挟む。

中部層
層厚 100m。 厚い含礫砂岩と 10～数 10cmの 泥岩層 との泥勝ち

砂岩泥岩互層。本部層には U6、 U8の火山灰層を挟む。

下部層

層厚 220m。 層厚 1～ 5mの細粒～中粒砂岩層 と 20～数 10cmの
泥岩層 との砂勝ち砂岩泥岩互層。本部層には U9、 U10、 Ull、

01の火山灰層を挟む。
出典 :三梨ほ力】1959;千葉県企画部編 1989

注 1)*1:KuO等 :火 山灰子建層の名称で、国本層中の火山灰鍵層を示す。
2)イ 2:Ul等 :火 山灰鍵層の名称で、梅ヶ瀬層の火山灰鍵層を示す。
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